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Abstract: The present study was conducted to clarify the body composition and physical characteristics of 
elite high school female handball players, and to compare those variables between starters and nonstarters in a 
team. Seventeen elite high school female handball players without a goalkeeper volunteered for the study. Body 
composition, height and body mass were measured. Physical characteristics investigated included grip strength, 
20-m sprint time, pro-agility time, jump ability, sitting handball throw and Yo-Yo intermitted test. As jump 
ability parameters, data on counter movement jump (CMJ) height, rebound jump index (RJ index) and standing 
broad jump distance were collected. The characteristics of the study subjects overall were as follows: height 
159.3±5.9 cm, body mass 55.0±4.2 kg, grip strength 29.4±3.7 kg, 20-m sprint time 3.42±0.12 s, pro-agility time 
5.13±0.18 s, CMJ height 31.0±3.7 cm, RJ index 1.547±0.222, standing broad jump distance 1.97±0.16, handball 
throw 15.8±2.0 m, yo-yo intermitted test 3075±547.3 m. Comparison of the 2 groups showed that starters were 
significantly superior to nonstarters in terms of the RJ index and yo-yo intermitted test. However, the 20-m sprint 
time and pro-agility time of nonstarters were significantly higher than those of starters. These data would be 
valuable for identifying talented female handball players.
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Ⅰ　緒　言

ハンドボール競技は，40 × 20 m のコート内で，

前・後半の各 30 分の攻防を行って得点を競い合

う競技種目であり（林・高橋，2008），60 分間

にわたり高いレベルのパフォーマンスを維持し

続けるためのスタミナが要求される（坂井ほか，

1999）．試合中の総移動距離は 4500 m―7000 m に

達し，心拍数は 170 拍 / 分前後で推移していると

いわれている（田中ほか，2002）．このように，

ハンドボール競技において，有酸素性作業能力は

重要な体力要素であるが，試合中はランニングや

歩行などの緩やかな動きの他に，ダッシュ，フェ

イント，ジャンプやシュートなどの激しい動きが

繰り返し行われる特徴をもち（林・高橋，2008），

無酸素的な高強度の体力要素も要求される（Ran-

nou et al., 2001）．田中ほか（1997）は，ハンドボ

ール競技について，スプリント，ランニングなど

の無酸素の動きが約 10％，ジョギング，ウォー
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キング，スタンディングなどの有酸素性の動きが

約 90％の割合で，それぞれの動きがランダムに

混在する間欠的競技であり，無酸素性作業能力と

有酸素性作業能力のいずれも高い水準が必要と報

告している．また，1 回の攻防は 20―30 秒程度

であり，攻守入れ替わりには 30 m 程度の短時間

の激しい走運動が繰り返され，得点の行方を左右

する場面では，フェイント，ジャンプやシュート

などのごく短時間の全力運動が行われるため，上

肢および下肢の高いパワーも要求され（林・高

橋，2008），ひとつひとつの動きを高いパワーで

行うこと，その高いパワーを持続して発揮する必

要ある（森口ほか，2009）．さらに，近年のゲー

ム全体のスピード化や強い投動作，身体接触時の

筋パワー発揮からも，高い無酸素性作業能力を間

欠的に発揮する能力がより必要といわれている

（森口ほか，2009）．一方，各選手のもつ無酸素性

作業能力と有酸素性作業能力との比率は異なり，

またチームの戦術によっても求められる体力要素

のバランスが変わる中で，高めたい体力要素をよ

り的確に高められるような体力トレーニングプロ

グラムを作成することが重要となる（森口ほか，

2009）．

その際，国内の高校，大学，トップリーグ，日

本代表といった各カテゴリーの形態や体力水準を

明らかにすることは，選手の長期的な強化および

最適なトレーニングプログラムを作成する上で役

立つと考えられる（山下ほか，2018）．しかし，

ハンドボール競技選手の形態特性や運動能力に関

する報告例は少なく，そのため選手の発掘・育成

およびトレーニング課題などについて未解決の問

題が多く残されている（鈴木ほか，2013）．その

中で，ジュニア期のハンドボール選手を対象とし

た研究については，いくつか報告されてきており

（安達ほか，2008；金高ほか，2005；鈴木ほか，

2013），これらの先行研究と合わせて，現在，ジ

ュニア期で活躍している選手の一般的あるいは専

門的体力・運動能力を明らかにすることは，今後

の優れたスポーツタレントの発掘やチーム編成，

トレーニング分析を行う上で極めて有益な知見を

提供するものと考えられる．

そこで本研究では，全国トップレベルの高校女

子ハンドボールチームの選手の形態および運動能

力の現状を調査すること，さらに，同一チーム内

で全国大会において先発出場したことのある選手

とない選手を比較することにより，高校トップレ

ベルで活躍するために必要なハンドボール選手の

形態および運動能力の特性を明らかにし，今後の

タレント発掘やチーム編成，トレーニング分析を

行う際の基礎的資料を得ることを目的とした．

Ⅱ　方　法

1．	対象者および測定時期
本研究の対象者は，高校女子ハンドボール選手

17 名（身長 159.3 ± 5.9 cm，体重 55.0±4.2 kg）と

し，すべてコートプレーヤーとした．なお，対象

とした高校女子ハンドボールチームは，全国高等

学校選抜ハンドボール競技大会および全国高等学

校総合体育大会ハンドボール競技大会においてそ

れぞれ複数回，優勝した実績のある全国トップレ

ベルにある高校女子ハンドボールチームであり，

本研究における対象チームにおいても，当年に全

国優勝を収めた選手であった．なお，測定時期は

4 月下旬であり，1 年生は入学直後であったため，

2 年生以上の選手の測定とした（2 年生：6 名，3

年生：11 名）．対象者は，全国高等学校選抜大会

終了後で，次の全国高等学校総合体育大会にむけ

て，体力トレーニングおよびハンドボールの技術・

戦術練習を十分に行っている選手であった．

本研究を行うに際し，帝京平成大学倫理委員会

の承認を得て，対象者には事前に測定の趣旨，内

容および危険性について説明を行い，参加の承諾

を得た．

2．	測定項目および測定方法
2.1	 形態

形態の項目は身長，体重とした．体重について

はデジタル体重計（HD662，TANITA 社製）を使

用し，T シャツとハーフパンツ等，軽装で計測し

た．
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2.2	 筋力
筋力の評価として，握力を計測した．握力は，

デジタル式握力計（T. K. K. 5401，竹井機器社製）

を用いて測定した．握り幅は対象者が握りやすい

よう調整し，測定肢位は立位で左右の上肢を体側

に垂らした状態で行うように指示した．鄭ほか

（2013）の先行研究を参考に，安定した測定値が

得られるよう，0.1 kg 単位で左右交互に 2 回ずつ

（計 4 回）計測し，その平均値を代表値とした．

2.3	 疾走能力
疾走能力の評価として，20 m 走タイムを計測

した．20 m 走タイムは光電管タイム計測システ

ム（ スピードトラップ，Brower Timing Systems 

LLC 社製）を用いて測定した．選手はスタート

ライン地点の光電管を通過した瞬間をスタートと

し，20 m 地点の光電管を通過した瞬間をゴール

とした．なお，光電管のセンサー部は床上 50 cm

の高さとした．ウォーミングアップおよび練習と

して 1 回試技を行った後，測定は 2 回行い，値が

高い方を代表値とした．

2.4	 方向転換走能力
方向転換走能力の評価として，プロアジリティ

テストを計測した．プロアジリティテストは，光

電管タイム計測システムを用いて測定した．5 m

間隔に 3 本のラインを設置し，中央のラインの手

前からスタートして外側のラインまで移動して手

でラインをタッチした後，ターンして中央のライ

ンを通過して反対側の外側のラインをタッチし，

再びターンして中央のラインまで，できるだけ素

早く移動させた（図 1）．なお，光電管は中央ラ

インの左右に設置し，センサー部は床上 50 cm の

高さとした．ウォーミングアップおよび練習とし

て 1 回試技を行った後，測定は 2 回行い，値が高

い方を代表値とした．

2.5	 跳躍能力
2.5.1	 垂直跳び

垂直方向への跳躍として垂直跳びの跳躍高を，

マットスイッチ（マルチジャンプテスタ，DKH

社製）を用いて測定した．手を腰にあて，直立姿

勢から腕振りを用いず，脚の反動動作のみを用い

て全力で跳躍するように指示した．ウォーミング

アップおよび練習として 1 回試技を行った後，測

定は 2 回行い，値が高い方を代表値とした．

2.5.2	 リバウンドジャンプ

バリスティックな伸張－短縮サイクル運動（以

下「SSC 運動」と略す）の遂行能力の評価として，

短い接地時間で高く跳ぶ跳躍であるリバウンドジ

ャンプ（以下「RJ」と略す）の跳躍高を接地時

間で除することによって得られるリバウンド指数

（以下「RJ-index」と略す）を算出した．RJ-index は，

マットスイッチを用いて測定した．腰に手をあ

て，直立姿勢から腕振りを用いず RJ を 5 回連続

で行い，最も高い RJ-index の値を採用した．RJ は，

膝関節を曲げすぎないようにし，できるだけ接地

時間を短く，かつできるだけ高い跳躍高を行うよ

うに指示した．ウォーミングアップおよび練習と

して 1 回試技を行った後，測定は 2 回行い，値が

高い方を代表値とした．

2.5.3	 立幅跳び

水平方向への跳躍として両脚による立幅跳びの

跳躍距離を，スタート離地時（踏切地点）におけ

るつま先から着地時の踵までの跳躍距離をメジャ

ーにより測定した．スタートの姿勢は左右の足を

平行にした状態から跳躍させた．ウォーミングア

ップおよび練習として 1 回試技を行った後，測定

は 2 回行い，値が高い方を代表値とした．

図 1　プロアジリティテスト
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2.6	 投能力
投能力の評価として，長座位ハンドボールスロ

ーを計測した．スローするライン上に臀部を置き，

長座位で両足を肩幅に開き，上半身のみでハンド

ボールを投げるように指示した．ウォーミングア

ップおよび練習として 1 回試技を行った後，測定

は 2 回行い，値が高い方を代表値とした．

2.7	 有酸素性作業能力
Yo-Yo テストは，有酸素性作業能力を評価す

るものとして Bangsbo（1994）により開発され，

Endurance Test，Intermittent Endurance Test，Inter-

mittent Recovery Test の 3 種類のテストがある．

それぞれ 2 段階のテストレベルに分かれており，

球技種目の体力特性に合ったフィールドテスト

として利用価値があると考えられている（呉ほ

か，2011）．本研究ではハンドボール競技の特有

の有酸素性作業能力である間欠性持久力を評価

するものとして（田中ほか，1997），Intermittent 

Endurance Test Level 1 を 採 用 し た．Castagna et 

al.（2006） は，Intermittent Endurance Test は 有 酸

素性作業能力のテストとしても活用できると報告

しており，本研究では Yo-Yo テストの記録を有

酸素性作業能力の評価とした．スタート地点から

前方 20 m の地点と，スタート地点より後方 2.5 m

の地点にポイントを設置し，ペースメーカーの音

に合わせてスタート地点より 20 m 往復走を行わ

せ，その後ジョギングをしながら後方のポイント

を 5 秒で周回させた（図 2）．以上のことを繰り

返し，徐々に速度を漸増させリズムについていけ

なくなった時点での往復回数から走行距離を求め

た．ウォーミングアップとして各自で数本，往復

走を行った後，測定を 1 回行った．

3．	対象者の分類
全国高等学校選抜大会および全国高等学校総合

体育大会において，先発メンバーとして出場した

経験のある 8 名をレギュラー群（2 年生：3 名，3

年生：5 名），先発出場していない 9 名を非レギ

ュラー群（2 年生：3 名，3 年生：6 名）とした．

なお，この他にもレギュラー群に 1 名，非レギュ

ラー群に 4 名の選手が存在したが，怪我により実

施することが出来なかったため，本研究から除外

した．また，1 年生の選手の中にも全国大会のメ

ンバーとして出場している選手もいたが，本研究

の対象には含まれていない．

4．	統計処理
各測定項目間の関連性を検討するための検定

は，Pearson の積率相関係数を用いた．また，レ

ギュラー群と非レギュラー群の平均値の差を比較

するための検定は，F 検定（F-test）により 2 群

の等分散性を確認した後，スチューデントの t 検

定（Student’s t-test）を実施した．いずれの統計処

理も有意性は危険率 5% 未満とした．

Ⅲ　結　果

1．	各種測定項目における相関関係
表 1 に，各種測定項目間の相関係数を示した．

プロアジリティテストと 20 m 走，握力と立幅跳

びおよび Yo-Yo テスト，Yo-Yo テストと立幅跳び

および長座位スローに有意な正の相関関係が認

められた．さらに，垂直跳びと握力，立幅跳び，

長座位スロー，Yo-Yo テストに有意な相関関係が

認められた．一方，プロアジリティテストと RJ-

index に有意な負の相関関係が認められた．

2．	レギュラー群および非レギュラー群における
測定結果

表 2 にレギュラー群と非レギュラー群の各種測

定結果を示した．RJ-index および Yo-Yo テストに

おいて，レギュラー群が非レギュラー群より有意

に高値を示した．また，20 m 走およびプロアジ

リティテストにおいて，レギュラー群が非レギュ
図 2　Yo-Yo テスト
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ラー群より有意に低値を示した．一方，レギュラ

ー群と非レギュラー群の身長，体重，握力，垂直

跳び，立幅跳び，長座位スローに有意な差は見ら

れなかった．

Ⅳ　考　察

本研究では，全国トップレベルの高校女子ハン

ドボールチームの選手の形態および運動能力の現

状を調査することを目的とした．そのため，全国

高等学校選抜ハンドボール競技大会および全国高

等学校総合体育大会ハンドボール競技大会におい

てそれぞれ複数回，優勝した実績のある全国トッ

プレベルにある高校女子ハンドボールチームを対

象に検討を行った．なお，本研究における対象者

も，当年に行われた全国大会において優勝を収め

たチームであった．

運動競技に適した身体的特徴は競技種目に

よって異なることが知られている（田中ほか，

1980）．ハンドボールは，走，跳，投，捕とい

う基本的運動から構成されたスポーツ競技であ

り，そのため身長，体重等の形態要素がその競

技力に密接に関係するといわれている（鈴木ほ

か，2013）．攻撃面では相手防御のブロックの上

からシュートを打つ，身体を掴まれながらも防

御プレーヤーの上や横からパスを展開する，ま

た，防御時には攻撃プレーヤーのシュートをブロ

ックしたり，パスをインターセプトするなど，特

に身長は重要な要素になる（鈴木ほか，2013）．

しかし，本研究の高校女子ハンドボール選手の形

態は，平均の身長は 159.3 cm，体重は 55.0 kg で

あった．女子ハンドボール選手に関する先行研究

によると，高校選抜大会優勝女子ハンドボールチ

ームの平均の身長は 159.7 cm，体重は 55.7 kg（鈴

表 1　各種測定項目における相互関係

握力 20m 走 プロアジリティテスト 垂直跳び RJ-index 立幅跳び 長座位スロー Yo-Yo テスト

握力 1

20m 走 -0.283 1

プロアジリティテスト -0.405 0.827** 1

垂直跳び 0.497* -0.419 -0.396 1

RJ-index 0.389 -0.303 -0.658** 0.468 1

立幅跳び 0.653** -0.134 -0.290 0.781** 0.411 1

長座位スロー 0.438 -0.246 -0.195 0.453* 0.448 0.414 1

Yo-Yo テスト 0.506* -0.257 -0.286 0.591** 0.449 0.504* 0.572** 1

*p<0.05  **p<0.01

表 2　レギュラー群および非レギュラー群における測定結果

全体（17 名） レギュラー群（8 名） 非レギュラー群（9 名） 有意差

平均 標準偏差 平均 標準偏差 範囲 平均 標準偏差 範囲 （レ群 vs 非レ群）

身長 (cm) 159.3 5.9 160.0 6.0 151-168 158.7 6.2 148-166 －

体重 (kg) 55.0 4.2 54.4 2.7 52-60 55.5 5.2 48.6-64.7 －

握力（kg） 29.4 3.7 30.8 3.9 28.5-39.2 28.2 3.2 21.6-33.1 －

20m 走 (s) 3.42 0.12 3.35 0.12 3.21-3.53 3.48 0.10 3.33-3.64 *

プロアジリティテスト (s) 5.13 0.18 5.03 0.16 4.87-5.28 5.23 0.14 5.04-5.49 **

垂直跳び (cm) 31.0 3.7 32.5 3.8 29.8-38.1 29.7 3.3 25.8-34.4 －

RJ-index (m/s) 1.547 0.222 1.669 0.152 1.428-1.913 1.438 0.223 1.093-1.908 *

立幅跳び (m) 1.97 0.16 1.91 0.15 1.74-2.20 1.84 0.17 1.62-2.13 －

長座位スロー (m) 15.8 2.0 16.64 1.05 15.7-18.2 15.05 2.44 10.62-18.3 －

Yo-Yo テスト (m) 3075.0 547.3 3445.0 245.1 2920-3800 2782.2 587.9 1960-3560 *

* p <0.05 ** p <0.01 －：n.s.
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木ほか，2013），大学女子ハンドボールチームの

平均の身長は 165.7 cm，体重は 59.4 kg（池田ほ

か，2007），日本代表女子ハンドボールチームの

平均の身長は 166.1 cm，体重は 61.6 kg（森田ほ

か，1999）と報告されている．その高校選抜大会

優勝女子チームと本研究の対象者はほぼ同様の値

であったが，大学女子チームおよび日本代表女子

チームと比較すると大きく下回っている．また，

日本ハンドボール協会が優秀選手の発掘・育成に

おいて，女子高校生の優秀選手推薦基準である身

長 170 cm 以上という値も（田中ほか，2009），大

きく下回る結果となった．しかし，金高ほか（2005）

は，高校生期の女子ハンドボールにおいても優れ

た形態的要因が特に全国大会で活躍する上でチー

ムとして必要な条件にならないと示唆している．

また，鈴木ほか（2013）は先行研究において，高

校選抜大会優勝チーム選手は疾走能力や跳能力お

よび方向転換走能力が優れていることを示してい

る．さらに，Taborsky（2007）は，ハンドボール

競技においてパフォーマンスを決める重要な要素

として身長が挙げられるが，低身長でもその身長

差をスピードやコーディネーション，瞬発力で補

うことが出来ると報告している．本研究における

対象チームは攻撃および防御においてアグレッシ

ブに動き回り，豊富な運動量を用いた戦術が特徴

のチームであった．本研究では成績下位チームの

測定は行っておらず，比較をすることは出来ない

が，Taborsky（2007）の先行研究と同様に，スピ

ードや瞬発力，有酸素作業能力などの優れた体力

要素が形態的要素を補うことにより，高い競技成

績を収めることが出来たことが推察される．

また，ハンドボール競技では，ダッシュ力，方

向転換走能力および全身持久力など多くの運動能

力がパフォーマンスを支えるために重要な要素

となる（Zapartidis et al., 2009）．スポーツ選手の

中でもハンドボール選手は，敏捷性や筋力，パワ

ーが高く，短距離選手のように高い無酸素性作業

能力を有しているといわれている（Rannou et al., 

2001）．これまで日本ハンドボール協会では，ナ

ショナルトレーニングシステム（NTS）の体力測

定として，身長・体重・30m 走・立ち幅跳び・長

座ハンドボール投げ・背筋力・握力の測定が行わ

れている（田中ほか，2009）．しかし，安達ほか

（2008）は，ハンドボール選手の無気的走パワー

を測定評価する場合，30 m よりもさらに短い距

離で行う方が適している可能性が考えられると述

べており，本研究では 20 m 走を用いて測定した．

日本ハンドボール協会が 18 歳以下の女子優秀選

手を対象とした調査（安達ほか，2008）による

と，20 m 走の平均タイムは 3.38 秒と報告されて

いる．本研究における選手の平均は 3.42 秒と 18

歳以下の女子優秀選手の記録には僅かに届かなか

ったものの非常に近い記録を示しており，比較的

優れた疾走能力を有していると思われる．一方，

ハンドボール競技は直線的な疾走能力だけでな

く，あらゆる方向への方向変換能力が必要となる

（鈴木ほか，2013；田中ほか，1999）．加速、減速

および方向転換動作が含まれる方向転換走能力

を示す指標として（中山・中井，2013），本研究

ではプロアジリティテストを測定した．本研究の

20 m 走およびプロアジリティテストおいて，レ

ギュラー群と非レギュラー群を比較した結果，レ

ギュラー群が非レギュラー群より有意に低値を示

し，疾走能力および方向変換走能力が優れている

ことが明らかになった．金高ほか（2005）は，全

国大会レベルで活躍するために必要な能力として

方向転換走能力を挙げている．試合において，相

手選手と対峙したときの素早い方向転換をする能

力が高いことにより，効果的なシュートやディフ

ェンスに繋がることを示唆しており，本研究の対

象者においても同様のことが考えられる．

また，これまでの研究において，バリスティッ

クな SSC 運動遂行能力と各種スポーツのパフォ

ーマンスとの関係についての検討もなされてお

り，バリスティックな SSC 運動の遂行能力が要

求されるスポーツ種目の選手は RJ 能力に高い値

を示すこと，また競技水準が高い選手ほど RJ 能

力も高いことなどが認められており，プライオメ

トリクスの効果に関する評価診断やタレントの発

掘にも RJ を用いることの有効性が明らかにされ

ている（遠藤ほか，2007；大宮ほか，2009；図子・

高松，1995；図子ほか，1993）．方向転換の運動
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を支えるバリスティックな SSC 運動の能力につ

いて，本研究においても，プロアジリティテスト

と RJ-index に有意な負の相関関係が認められた．

さらに，先行研究（金高ほか，2005）では，成績

上位チームと下位チームとの間で有意な差が認め

られなかったが，本研究においては，バリスティ

ックな SSC 運動の能力について，レギュラー群

が非レギュラー群より有意に高値を示した．これ

らの結果から，本研究ではレギュラー群が非レギ

ュラー群と比べ，高い方向転換走能力とバリステ

ィックな SSC 運動の能力を有していることが明

らかになった．

一方，爆発的筋パワー発揮の測定においては，

全力による垂直跳びが用いられてきており（和田

ほか，1999），筋力に加えスピード，協応性等も

伴った，神経および筋の能力が示される（金子，

1988）．また，垂直跳びと立ち幅跳びの運動遂行

時間（踏切時間）は，0.5―1.0 秒程度であるが，

垂直跳びと比較して立幅跳びは跳躍距離の獲得お

よび着地動作の巧拙など，より複雑な跳躍動作が

要求されるといわれている（Horita et al., 1991）．

本研究における全国トップレベル高校女子ハンド

ボール選手においては，垂直跳びと立幅跳びに有

意な相関関係が認められた．また，本研究ではバ

リスティックな SSC 運動の能力はレギュラー群

が非レギュラー群より有意に高値を示したのに

対し，下肢筋群でのパワー発揮の貢献が大きい

といわれる垂直跳びと立幅跳び（三本木・黒須，

2011）についてはレギュラー群と非レギュラー群

に有意差は認められなかった．さらに，バリステ

ィックな跳躍運動と垂直跳びとの相関関係があま

り強くないことから，垂直跳びの遂行能力と RJ

のようなバリスティックな跳躍運動は別の能力を

評価していることが明らかにされているが（遠藤

ほか，2007；図子・高松 1995），本研究における

RJ-index と垂直跳びおよび立幅跳びの相関関係に

おいても同様の結果が示された．

また，ハンドボール競技の試合の中では，無酸

素性の動きが間欠的に繰り返されており，その中

でも無酸素性走パワーを試合終了間際まで発揮し

続けるためには有酸素性作業能力が必要であると

報告されている（明石・田中，2005；坂井ほか，

1999）．本研究において，Yo-Yo テストの走行距

離はレギュラー群が非レギュラー群より有意に高

値を示しており，レギュラー群が高い有酸素性作

業能力を有していた．高校選抜大会優勝女子ハン

ドボール選手の形態および運動能力を検証した先

行研究においても（鈴木ほか，2013），優勝チー

ムの最大酸素摂取量は成績下位チームと比較して

優れた値を示しており，高い全身持久力が全国大

会レベルにおいて高い競技成績を収めるために必

要であると示唆している．一方，ジュニア期の筋

力トレーニングについて，Gorostiaga et al.(1999)

の先行研究では，週 5―6 回のハンドボールのト

レーニングでは，跳躍能力や有酸素性作業能力は

向上するが，それに週 2 回の筋力トレーニングを

加えると，筋力や投能力の向上はあっても跳躍能

力や有酸素性作業能力の向上はみられないと報告

されており，このことから，林・高橋（2008）は，

ジュニア期の高負荷での筋力トレーニングが，ハ

ンドボール競技選手に必要な有酸素性作業能力に

対して負の影響を与えることを示唆している．し

かし，本研究における対象者は週 2 回の筋力トレ

ーニングを行っているチームであった．今後は，

ジュニア期におけるハンドボール選手の有酸素性

作業能力が，筋力トレーニングによってどのよう

な影響を及ぼすのかについて，さらに詳細な検証

を行う必要があると考えられる．

長座位スローでは，下肢の影響を受けず，全身

を用いて投げることが出来ないため，上半身のみ

の投動作となる．ハンドボール競技において，相

手と接触しながらシュートを打つ局面も多く，上

半身のみでの投能力に優れていることが競技力に

直結すると考えられ（安達ほか，2008），長座位

スローの測定はハンドボール選手の投能力を評価

する上で意義あるものと捉えることができる．多

くの局面において投動作が行われるハンドボール

競技において，投能力と競技能力には密接な関係

があると思われたが，今回の研究ではレギュラー

群と非レギュラー群との間に有意な差は見られな

かった．さらに，日本ハンドボール協会が 18 歳

以下の女子優秀選手を対象とした調査（安達ほ
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か，2008）において長座位スローは 19.2 m だっ

たのに対し，本研究における選手の平均は 15.8 m

と大きく劣る記録であった．全国大会優勝チーム

と地区大会上位チームを比較した先行研究におい

ても，いずれのチームも投能力は同程度の成績で

あり，投能力に依存しない攻撃戦術，たとえば他

のチームよりも優れたレベルにあるスピード，瞬

発力，敏捷性を駆使した突破，方向転換およびボ

ディチェック等の攻防戦術を的確に用いることに

よりトップの成績を獲得したものと示唆している

（鈴木ほか，2013）．本研究の結果からも，全国大

会において高い競技成績を収めるためには，攻撃

戦術を高めるための投能力だけでなく，アグレッ

シブな DF システムなどの攻防戦術に必要なスピ

ードや瞬発力，有酸素作業能力がより重要である

ことが推察された．

本研究では，これまで全国高等学校選抜ハンド

ボール競技大会および全国高等学校総合体育大会

ハンドボール競技大会の 2 大会において優勝した

実績のある全国トップレベルの高校女子ハンドボ

ールチームを対象に，形態および運動能力につい

て検討を行った．しかし，本研究では成績下位チ

ーム等の測定は行っておらず，本研究の全国トッ

プレベル高校女子ハンドボールチームとの比較は

していない．また，これまでジュニア期のハンド

ボール選手を対象とした研究については，いくつ

か報告されてきているが（安達ほか，2008；金高

ほか，2005；鈴木ほか，2013），測定項目につい

ては統一されていないのが現状である．さらに，

ハンドボール競技の特性を考慮した測定データの

更なる蓄積とそれに基づく評価基準の作成も課題

である．今後，これらについて十分な検討を行っ

ていくことにより，トレーニング処方・パフォー

マンス分析等に関する基礎的資料，また，優れた

スポーツタレントの発掘を行う場合の判断材料に

なると考えられる．

Ⅴ　まとめ

本研究は，全国トップレベルの高校女子ハンド

ボールチームの選手の形態および運動能力の現状

を調査すること，さらに，同一チーム内で全国大

会において先発出場したことのある選手とない選

手を比較することを目的とした．得られた結果は

以下のとおりである．

1. 全国トップレベル高校女子ハンドボールチー

ムの選手における平均の身長は 159.3 ± 5.9 cm，

体重は 55.0 ± 4.2 kg，握力は 29.4 ± 3.7 kg，20 m

走は 3.42 ± 0.12 秒，プロアジリティテストは

5.13 ± 0.18 秒，垂直跳びは 31.0 ± 3.7 cm，RJ-

index は 1.547 ± 0.222 m/s，立幅跳びは 1.97±

0.16，長座位スローは 15.8 ± 2.0 m，Yo-Yo テス

トは 3075 ± 547.3 m であった．

2. 各種測定項目における相関関係について，プロ

アジリティテストと 20 m 走，握力と立幅跳び

および Yo-Yo テスト，Yo-Yo テストと立幅跳び

および長座位スローに有意な正の相関関係が認

められた．さらに，垂直跳びと握力，立幅跳び，

長座位スロー，Yo-Yo テストに有意な相関関係

が認められた．一方，プロアジリティテストと

RJ-index に有意な負の相関関係が認められた．

3. レギュラー群と非レギュラー群を比較すると，

RJ-index および Yo-Yo テストにおいて，レギュ

ラー群が非レギュラー群より有意に高値を示し

た．また，20 m 走およびプロアジリティテス

トにおいて，レギュラー群が非レギュラー群よ

り有意に低値を示した．一方，レギュラー群と

非レギュラー群の身長，体重，握力，垂直跳び，

立幅跳び，長座位スローに有意な差は見られな

かった．

以上の結果から，全国トップレベルで活躍する

高校女子ハンドボール選手の現状が明らかにな

り，体力トレーニング処方・パフォーマンス分析

等に関する基礎的資料，優れたスポーツタレント

の発掘，チーム編成を行う際の判断材料に活用で

きるものと考えられる．
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